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土佐中学校　生徒募集要項

（1）

1．募集人数　　　第 1学年男女　合計約 250 名

2．出願資格　　　2024年3月小学校卒業見込みの者、または 2023年3月小学校
　　　　　　　　　　　卒業の者。

3．出願期間
　　 2024 年 2 月 1 日（木）から 2月 7日（水）まで。
　　持参する場合は　受付時間　平日は午前 9時～午後 4時。
　　　　　　　　　　　　　　　土曜日は正午まで。
　　　　　　　　　　　　　　　 4日（日）は受け付けない。
　　郵送する場合は　2024 年 2月7日（水）午後 4時までに必着のこと。

4．出願手続
　　　出願に必要な書類等　

　　（注意）１．記入にあたっては、黒のボールペンを使用し、明確に記入すること。
　　　　　　　どの書類も※印の欄には何も記入しないこと。
　　　　　２．本人の身体・健康等について、事前に申し出ておきたい場合は、その旨を
　　　　　　　記入した保護者からの書面（様式自由）を出願書類等と同時に提出すること。
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　出願書類等　

入 学 志 願 票

受験票・写真票

受 験 料

受験票送付用封筒

注　　　　意　　　　事　　　　項

保護者が記入し、在学学校長の検印を受けること。氏名と現住所
は、志願者本人の住民票記載通りとし、出願後に変更したときは
すぐに届け出ること。電話番号は本校から保護者に確実に連絡が
つく番号とする。当日緊急連絡先には入試当日に確実に連絡がつ
く方の番号を1つ以上記入しておくこと（出来れば2つが望ましい）。

保護者が記入し、本人の写真を写真貼付欄（2ヶ所）に貼り付け
ること。写真は3ケ月以内に撮影した同一のもので、正面上半身、
無帽、無背景、縦4㎝×横3㎝の大きさとする。写真裏面に本人
の氏名を記入しておくこと。

10,000円。出願書類等を持参する場合は現金または「郵便為替」
とし、郵送する場合は必ず「郵便為替」とする。ただし、「郵便
為替」の指定受取人の欄には何も記入しないこと。

出願書類等を持参する場合は不要。
ただし、受験票の郵送を希望する場合は、市販の定形封筒（長形
3号）に必要額の切手（速達を希望する場合も同様）を貼り付け、
住所・氏名を記入したものを出願用封筒に同封すること。



　　　　　３．提出書類等に記載すべき事項の記入もれや不備がある場合は、出願書類等
　　　　　　　を受理しないことがある。
　　　　　４．提出された書類・受験料は、理由のいかんを問わず返却しない。
　　　出願書類等の提出方法
　　出願書類等を必ず所定の出願用の封筒に入れ、出願期間中に郵送または持参すること。
　　郵送の場合には「書留郵便」とすること。
　　　出願書類等の提出先
　　　　土佐中学校事務室　入試係
　　　　〒780－8014　高知市塩屋崎町一丁目1番10号　　TEL　088－833－4394

5．入学試験等
　　　入学試験日
　　2024年2月17日（土）、2月18日（日）
　　試験の日程は次の表の通り。

　　　各科目の配点
　　国語（国語A・国語B合わせて150点）、算数（算数A・算数B合わせて150点）
　　社会（100点）、理科（100点）　合計500点満点

　　　選抜方法
　　国語・社会・算数・理科の「筆記試験」の成績結果および「面接」の結果を総合的に
　　判断して、合否を決定する。

　　　受験についての注意
1．当日持参するものは、受験票、筆記用具類（鉛筆もしくはシャープペンシル・消しゴム・
コンパス・定規・無地の下敷き）、参考書類、上履き、腕時計、弁当（試験第1日目は不要）
など。分度器、計算用紙を持参して使用してはいけない。また、携帯電話等の通信
可能な機器を試験場に持ち込むことは禁止とする。万一、受験票を紛失したり忘れ
た場合は申し出ること。

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

（4）

集 合

1 限

2 限

3 限

昼 食

面 接

2月17日（土） 2月18日（日）
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集合時刻は両日ともに　8：40
集合場所は本校体育館2階講堂

国語Ａ（45分）
　　9：00 ～ 9：45
国語Ｂ（45分）
　　10：05 ～ 10：50
社会（60分）
　　11：10 ～ 12：10

算数Ａ（45分）
　　9：00 ～ 9：45
算数Ｂ（45分）
　　10：05 ～ 10：50
理科（60分）
　　11：10 ～ 12：10
昼食
　　12：10 ～ 13：10
個人面接
　　13：10～
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2．試験中に不正が発覚した場合には、直ちに試験を打ち切り不合格とする。
　試験中の態度・挙動が不審な場合は厳重に注意し、改められないときは不正とみな
すことがある。また、携帯電話等の通信可能な機器を試験場に持ち込むことは不正
行為とみなすので、特に注意すること。

3．くわしい注意などは、この生徒募集要項の5ページ～6ページにある「（参考）受験に
ついての注意」をよく見ておくこと。

4．保護者面接はないが、保護者はなるべく付き添うのが望ましい。
5．受験場の下見は、2024年2月16日（金）の午後3時から5時までとする。試験教室・
面接教室・トイレ・昼食の場所等を確認すること。各教室内には絶対に入らないこと。

6．合格発表
2024年2月19日（月）午後4時（予定）より、合格者の受験番号を本校ホームページおよ
び中学昇降口上の2階のベランダ付近に掲示する。
電話による問い合せには一切応じない。

7．入学手続
2024年2月20日（火）、21日（水）の両日に、この生徒募集要項に添付してある「払込取
扱票」または「振込依頼書」（入学金、建設協力金納付用）を用いて、入学金16万円と建
設協力金10万円を郵便局、四国銀行または高知銀行から払い込み（いずれも手数料は不
要）、入学手続きを済ませること。
この入学手続きをとらない場合、入学の意志がないものとみなす。
入学手続きをした後、2024年3月30日（土）正午までに書面（様式自由）で入学辞退届を
本校事務室入試係に提出した場合に限り、建設協力金のみを返還する。これ以降の入学
辞退者には一切返還しない。

8．合格者集合
入学手続きを完了した者に、2024年3月3日（日）午後2時から本校体育館2階講堂で、
入学についての説明・諸注意を行う（約1時間30分の予定）。合格者本人は保護者ととも
に上履き、筆記用具を持参し出席すること。ただし、やむを得ない事情によって本人ま
たは保護者が出席できない場合は、必ず事前に申し出ること。申し出なく合格者集合に
出席しない場合、入学の意志がないものとみなす。
なお、当日は体操服、上履き、学用品の一部等を販売する。

9．その他
⑴付き添いの方の控室は本校体育館1階食堂または中学棟2階図書室とし、それ以外の
場所への立ち入りは禁止とする。

⑵付き添いの方の本校への自動車の乗り入れはできないので注意すること。
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⑶試験問題は、各試験時間終了後に控室（食堂）に掲示する。
⑷入学に際しては、成年の独立生計者（保護者とは別に生計を営む）で保護者の代理と
なり得る保証人を必要とする。

⑸2024年度の授業料等納入金の内訳は次の表を参照のこと。

⑹学納金の軽減措置
学校独自の減免制度により、授業料を1年間免除する
①「市町村民税所得割額」が0円（非課税）の世帯及び生活保護世帯全額免除
②年収目安400万円未満世帯（資産700万円未満）年額10万円免除

　この4ページと5ページの間に、出願書類として次の書類を添付してある。

1．入学志願票

2．受験票・写真票

どの書類等も記入にあたっては、黒色のボールペンを使用し、明確に記入すること。ど
の書類も※印の欄には何も記入しないこと。誤記の場合は、2本線で消して訂正し、誤
りの部分に訂正印（保護者の印）を押印しておくこと。
また、出願の際に使用する封筒、入学手続きの際に使用する「払込取扱票」、「振込依頼書」
（ともに入学金、建設協力金納付用）を挟み込んである。

3．出願用の封筒

4．払込取扱票　（郵便局から払い込むときに使用する）

5．振込依頼書　（銀行から払い込むときに使用する）

毎月の納入
授業料
振興会費

39,000円
1,000円
40,000円

1,500円
1,000円
200円
2,200円
1,000円
5,900円

クラブ遠征費
振興会入会金
向陽会入会金
向陽会費
その他諸費

4 月 の み 納 入

計

計

左側のミシン線より切り離して使用すること。
受験票と写真票は切り離さないこと。

●受験全般の注意
①受験場の下見は、2月16日（金）の午後3時から5時の間とする。学校正門の真正面に
ある中学昇降口から入り、「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆（受験番号）」と表示さ
れた下足箱（自分の受験番号が含まれている下足箱）を使用し、各自持参の上履きに
はきかえ、案内標示の矢印にしたがって進むこと。集合場所（体育館2階講堂）、付き
添いの方の控室 （体育館１階食堂または中学棟2階図書室）、試験教室、面接教室（中
学棟3階、4階、5階）、昼食時開放の昼食場所（高校棟3階）、トイレ等の場所の確認
をすること。それ以外の場所には立ち入らないこと。
②試験当日の集合時刻は2月17日（土）、18日（日）ともに午前8時40分、集合場所は本校
の体育館2階講堂で、①と同じ「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆」の下足箱を使用し、
各自持参の上履きにはきかえ、案内係の誘導にしたがって体育館2階講堂に進むこと。
③体育館2階講堂では、ステージ手前に本校生徒が班別を示すプラカードを掲示している。
案内係の指示が出たら、班ごとに縦2列（番号順でなくてよい）に並ぶこと。
④集合時に簡単な注意を受けた後、班ごとに手伝い生徒の誘導で試験教室前の廊下まで
移動する。試験教室へは試験監督の指示にしたがって入室し、各自の受験番号の席に
着くこと。
⑤当日持参する物は、受験票、筆記用具類（鉛筆もしくはシャープペンシル･消しゴム・コンパス・
定規･無地の下敷き）、参考書類、上履き、腕時計、弁当（試験第1日目は不要）など。分度器、
計算用紙を持参して使用してはいけない。また、携帯電話等の通信可能な機器を試験場
に持ち込むことは禁止とする。万一、受験票を紛失したり忘れた場合は申し出ること。
⑥受験票は机の右上（受験番号カードの下）におくこと。
⑦各試験の始まりは開始のチャイムの鳴り始め、各試験の終わりは終了のチャイムの鳴
り始めとする。
⑧筆記の際は、鉛筆もしくはシャープペンシルのみを使うこと。
⑨試験中に、筆記用具を床に落としたとき、質問があるとき、トイレに行きたいとき、
気分が悪くなったときなどは、黙って手をあげ、試験監督にその旨を申し出ること。
⑩試験中に不正が発覚した場合には、直ちに試験を打ち切り不合格とする。試験中の態度、
挙動が不審な場合は厳重に注意し、改められないときは不正とみなすことがある。また、
携帯電話等の通信可能な機器を試験場に持ち込むことは不正行為とみなすので、特に注意
すること。
⑪1つの試験が終了したら、問題用紙を試験監督の指示にしたがって机上におき、そのおき
方が正しいかどうか確認した後、試験監督の合図で教室から出ること。国語Ａ、国語Ｂ、
算数Ａ、算数Ｂの終了後の場合、休み時間に勉強したいときには参考書類を持って出てよい。
社会、理科の終了後の場合は、何も持たずに一旦教室前の廊下で待機する。問題の回収

が終わった後、試験監督が入室の指示をするので再び教室に入り、自分の荷物をすべて所
持して教室を出ること。この後、試験第1日目は速やかに下校し、試験第2日目は昼食をとる。
⑫試験第2日目は、理科の試験が終了したら、昼食の時間を午後12時10分過ぎから午後1時
過ぎまでとる。昼食は校外でとっても、付き添いの方とともに、本校体育館1階食堂を利用し
てとっても、昼食時に開放する高校棟3階の7教室（放送で案内する）でとってもかまわない。
⑬面接は午後1時10分から行う。受験生はその5分前に面接控室（試験教室と同じ教室）
に集合し、着席して静かに待機すること。面接を受けなかった場合は、受験を放棄し
たものとみなし、不合格とする。
⑭面接は本校生徒の案内、誘導にしたがうこと。面接の際は、自分の持ち物をすべて持っ
て入室し、面接控室には何も残さないようにする。貴重品、受験票、筆記用具などの
忘れ物に注意すること。面接が終了したら速やかに下校すること。
⑮病気などで特別な措置を要する場合は、あらかじめ申し出て指示を受けること。

●付き添いの方への注意
①付き添いの方の控室は、本校体育館１階食堂または中学棟２階図書室とする。
　なお、図書室では、静粛にするとともに飲食などは原則禁止とする。
②上履きは持参して、受験生と同じ「受験生・付添下足箱  ◆班◆◆～◆◆」と表示され
た下足箱を使用すること。
③付き添いの方が、控室（食堂または図書室）以外の場所に立ち入ることを禁止する。
ただし、昼食時には高校棟３階の７教室を昼食場所として開放するので、案内の放送
後は控室より移動して自由に使用してよい。
④試験問題は、各試験時間終了後に控室（食堂）に掲示する。
⑤自転車の校内での駐輪は可能で、置き場所は案内誘導係の指示にしたがうこと。
自動車については、安全確保のため校内への乗り入れは全面的に禁止とする。また、
周辺道路は平日は駐車禁止となっている。ただし、休日は駐車可能な場所もあるが、
法規で定められた場所に限られるので注意すること。
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●受験全般の注意
①受験場の下見は、2月16日（金）の午後3時から5時の間とする。学校正門の真正面に
ある中学昇降口から入り、「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆（受験番号）」と表示さ
れた下足箱（自分の受験番号が含まれている下足箱）を使用し、各自持参の上履きに
はきかえ、案内標示の矢印にしたがって進むこと。集合場所（体育館2階講堂）、付き
添いの方の控室 （体育館１階食堂または中学棟2階図書室）、試験教室、面接教室（中
学棟3階、4階、5階）、昼食時開放の昼食場所（高校棟3階）、トイレ等の場所の確認
をすること。それ以外の場所には立ち入らないこと。
②試験当日の集合時刻は2月17日（土）、18日（日）ともに午前8時40分、集合場所は本校
の体育館2階講堂で、①と同じ「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆」の下足箱を使用し、
各自持参の上履きにはきかえ、案内係の誘導にしたがって体育館2階講堂に進むこと。
③体育館2階講堂では、ステージ手前に本校生徒が班別を示すプラカードを掲示している。
案内係の指示が出たら、班ごとに縦2列（番号順でなくてよい）に並ぶこと。
④集合時に簡単な注意を受けた後、班ごとに手伝い生徒の誘導で試験教室前の廊下まで
移動する。試験教室へは試験監督の指示にしたがって入室し、各自の受験番号の席に
着くこと。
⑤当日持参する物は、受験票、筆記用具類（鉛筆もしくはシャープペンシル･消しゴム・コンパス・
定規･無地の下敷き）、参考書類、上履き、腕時計、弁当（試験第1日目は不要）など。分度器、
計算用紙を持参して使用してはいけない。また、携帯電話等の通信可能な機器を試験場
に持ち込むことは禁止とする。万一、受験票を紛失したり忘れた場合は申し出ること。
⑥受験票は机の右上（受験番号カードの下）におくこと。
⑦各試験の始まりは開始のチャイムの鳴り始め、各試験の終わりは終了のチャイムの鳴
り始めとする。
⑧筆記の際は、鉛筆もしくはシャープペンシルのみを使うこと。
⑨試験中に、筆記用具を床に落としたとき、質問があるとき、トイレに行きたいとき、
気分が悪くなったときなどは、黙って手をあげ、試験監督にその旨を申し出ること。
⑩試験中に不正が発覚した場合には、直ちに試験を打ち切り不合格とする。試験中の態度、
挙動が不審な場合は厳重に注意し、改められないときは不正とみなすことがある。また、
携帯電話等の通信可能な機器を試験場に持ち込むことは不正行為とみなすので、特に注意
すること。
⑪1つの試験が終了したら、問題用紙を試験監督の指示にしたがって机上におき、そのおき
方が正しいかどうか確認した後、試験監督の合図で教室から出ること。国語Ａ、国語Ｂ、
算数Ａ、算数Ｂの終了後の場合、休み時間に勉強したいときには参考書類を持って出てよい。
社会、理科の終了後の場合は、何も持たずに一旦教室前の廊下で待機する。問題の回収

受験についての注意（参考）
※新型コロナウイルス感染症防止等のため変更となる場合があるので、
出願の際に配付する、最新版の「受験についての注意」で確認すること。

が終わった後、試験監督が入室の指示をするので再び教室に入り、自分の荷物をすべて所
持して教室を出ること。この後、試験第1日目は速やかに下校し、試験第2日目は昼食をとる。
⑫試験第2日目は、理科の試験が終了したら、昼食の時間を午後12時10分過ぎから午後1時
過ぎまでとる。昼食は校外でとっても、付き添いの方とともに、本校体育館1階食堂を利用し
てとっても、昼食時に開放する高校棟3階の7教室（放送で案内する）でとってもかまわない。
⑬面接は午後1時10分から行う。受験生はその5分前に面接控室（試験教室と同じ教室）
に集合し、着席して静かに待機すること。面接を受けなかった場合は、受験を放棄し
たものとみなし、不合格とする。
⑭面接は本校生徒の案内、誘導にしたがうこと。面接の際は、自分の持ち物をすべて持っ
て入室し、面接控室には何も残さないようにする。貴重品、受験票、筆記用具などの
忘れ物に注意すること。面接が終了したら速やかに下校すること。
⑮病気などで特別な措置を要する場合は、あらかじめ申し出て指示を受けること。

●付き添いの方への注意
①付き添いの方の控室は、本校体育館１階食堂または中学棟２階図書室とする。
　なお、図書室では、静粛にするとともに飲食などは原則禁止とする。
②上履きは持参して、受験生と同じ「受験生・付添下足箱  ◆班◆◆～◆◆」と表示され
た下足箱を使用すること。
③付き添いの方が、控室（食堂または図書室）以外の場所に立ち入ることを禁止する。
ただし、昼食時には高校棟３階の７教室を昼食場所として開放するので、案内の放送
後は控室より移動して自由に使用してよい。
④試験問題は、各試験時間終了後に控室（食堂）に掲示する。
⑤自転車の校内での駐輪は可能で、置き場所は案内誘導係の指示にしたがうこと。
自動車については、安全確保のため校内への乗り入れは全面的に禁止とする。また、
周辺道路は平日は駐車禁止となっている。ただし、休日は駐車可能な場所もあるが、
法規で定められた場所に限られるので注意すること。



●受験全般の注意
①受験場の下見は、2月16日（金）の午後3時から5時の間とする。学校正門の真正面に
ある中学昇降口から入り、「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆（受験番号）」と表示さ
れた下足箱（自分の受験番号が含まれている下足箱）を使用し、各自持参の上履きに
はきかえ、案内標示の矢印にしたがって進むこと。集合場所（体育館2階講堂）、付き
添いの方の控室 （体育館１階食堂または中学棟2階図書室）、試験教室、面接教室（中
学棟3階、4階、5階）、昼食時開放の昼食場所（高校棟3階）、トイレ等の場所の確認
をすること。それ以外の場所には立ち入らないこと。
②試験当日の集合時刻は2月17日（土）、18日（日）ともに午前8時40分、集合場所は本校
の体育館2階講堂で、①と同じ「受験生・付添下足箱 ◆班◆◆～◆◆」の下足箱を使用し、
各自持参の上履きにはきかえ、案内係の誘導にしたがって体育館2階講堂に進むこと。
③体育館2階講堂では、ステージ手前に本校生徒が班別を示すプラカードを掲示している。
案内係の指示が出たら、班ごとに縦2列（番号順でなくてよい）に並ぶこと。
④集合時に簡単な注意を受けた後、班ごとに手伝い生徒の誘導で試験教室前の廊下まで
移動する。試験教室へは試験監督の指示にしたがって入室し、各自の受験番号の席に
着くこと。
⑤当日持参する物は、受験票、筆記用具類（鉛筆もしくはシャープペンシル･消しゴム・コンパス・
定規･無地の下敷き）、参考書類、上履き、腕時計、弁当（試験第1日目は不要）など。分度器、
計算用紙を持参して使用してはいけない。また、携帯電話等の通信可能な機器を試験場
に持ち込むことは禁止とする。万一、受験票を紛失したり忘れた場合は申し出ること。
⑥受験票は机の右上（受験番号カードの下）におくこと。
⑦各試験の始まりは開始のチャイムの鳴り始め、各試験の終わりは終了のチャイムの鳴
り始めとする。
⑧筆記の際は、鉛筆もしくはシャープペンシルのみを使うこと。
⑨試験中に、筆記用具を床に落としたとき、質問があるとき、トイレに行きたいとき、
気分が悪くなったときなどは、黙って手をあげ、試験監督にその旨を申し出ること。
⑩試験中に不正が発覚した場合には、直ちに試験を打ち切り不合格とする。試験中の態度、
挙動が不審な場合は厳重に注意し、改められないときは不正とみなすことがある。また、
携帯電話等の通信可能な機器を試験場に持ち込むことは不正行為とみなすので、特に注意
すること。
⑪1つの試験が終了したら、問題用紙を試験監督の指示にしたがって机上におき、そのおき
方が正しいかどうか確認した後、試験監督の合図で教室から出ること。国語Ａ、国語Ｂ、
算数Ａ、算数Ｂの終了後の場合、休み時間に勉強したいときには参考書類を持って出てよい。
社会、理科の終了後の場合は、何も持たずに一旦教室前の廊下で待機する。問題の回収
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⑫試験第2日目は、理科の試験が終了したら、昼食の時間を午後12時10分過ぎから午後1時
過ぎまでとる。昼食は校外でとっても、付き添いの方とともに、本校体育館1階食堂を利用し
てとっても、昼食時に開放する高校棟3階の7教室（放送で案内する）でとってもかまわない。
⑬面接は午後1時10分から行う。受験生はその5分前に面接控室（試験教室と同じ教室）
に集合し、着席して静かに待機すること。面接を受けなかった場合は、受験を放棄し
たものとみなし、不合格とする。
⑭面接は本校生徒の案内、誘導にしたがうこと。面接の際は、自分の持ち物をすべて持っ
て入室し、面接控室には何も残さないようにする。貴重品、受験票、筆記用具などの
忘れ物に注意すること。面接が終了したら速やかに下校すること。
⑮病気などで特別な措置を要する場合は、あらかじめ申し出て指示を受けること。

●付き添いの方への注意
①付き添いの方の控室は、本校体育館１階食堂または中学棟２階図書室とする。
　なお、図書室では、静粛にするとともに飲食などは原則禁止とする。
②上履きは持参して、受験生と同じ「受験生・付添下足箱  ◆班◆◆～◆◆」と表示され
た下足箱を使用すること。
③付き添いの方が、控室（食堂または図書室）以外の場所に立ち入ることを禁止する。
ただし、昼食時には高校棟３階の７教室を昼食場所として開放するので、案内の放送
後は控室より移動して自由に使用してよい。
④試験問題は、各試験時間終了後に控室（食堂）に掲示する。
⑤自転車の校内での駐輪は可能で、置き場所は案内誘導係の指示にしたがうこと。
自動車については、安全確保のため校内への乗り入れは全面的に禁止とする。また、
周辺道路は平日は駐車禁止となっている。ただし、休日は駐車可能な場所もあるが、
法規で定められた場所に限られるので注意すること。
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本校の沿革と教育方針
　本校は1920年に「他日国民の翹望する人士の輩出を期する」として設立されました。当初
は男子のみの少数英才教育を実践していましたが、時代の進展や学制の改革にともない、
1947年から男女共学の高等学校および中学校となりました。生徒定数も大幅に増員し、新し
い時代の教育に対応して大きな実績を挙げ、卒業生は国の内外を問わず、いろいろな分野
で活躍しています。
　建学の精神を具体化するため、その後の歩みの中で整えられてきた教育方針が「学問を重
んじ、礼節を尊び、スポーツを愛する学校生活」というものです。自学自習の習慣を身に付け、
文武両道を達成することをめざして、現在、中学生761名、高校生889名がこの学校で学ん
でいます。
　なお、土佐中学校から土佐高等学校への進学にあたっては、中学校3か年の学業と行動
を審査し、判定を行います。

寄宿舎（向陽寮）
　　1988年4月開寮、鉄筋コンクリート3階建
　　収容人数　男子約60名（女子寮はない）　本校舎南約600ｍ
　　全室個室、冷暖房完備、ベッド、学習机、ロッカー、カーテン備え付け
　　ロビー、大食堂、浴室、シャワー室、学習室、集会室等完備
　　寮費　月平均61,500円（冷暖房費、食費2食分を含む）
　・2024年度入寮可能者数は約20名。

2023年度本校入試状況
　　志願者333名、合格者260名、合格者最高得点率90％、最低得点率55％

卒業生の大学合格状況
　中高一貫教育により土佐中学校から土佐高等学校に進み、ほとんどが大学進学を希望する。
　土佐高等学校の2023年度大学入試合格者数（本校確認分）は次の通り。
　・国公立大合格者数　合計172名

北海道2，東北1，筑波3，千葉1，東京5，東京医科歯科2，東京学芸2，
東京工業1，京都8，京都工芸繊維3，大阪10，大阪教育2，神戸10，岡山8，
広島4，徳島7，香川9，愛媛4，高知35，九州3，東京都立2，京都府立1，
大阪公立10，神戸市外国語2，高知県立1，高知工科6，その他30
〔国公立大学医学部医学科合格者数　21名〕

　・私立大合格者数　合計620名
青山学院4，学習院2，慶應義塾9，国際基督教2，駒澤3，上智2，専修4，
中央9，津田塾1，東海3，東京理科9，日本7，法政11，明治14，立教4，
早稲田22，藤田医科2，京都薬科9，同志社37，立命館64，龍谷33，
大阪医科薬科7，関西36，近畿69，関西学院78，神戸薬科1，兵庫医科2，
自治医科2，その他174
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土 佐 中 学 校
〒780-8014 高知市塩屋崎町一丁目1番10号

TEL 088-833-4394


